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（報道発表資料） 

 

 社団法人「エルピーガス協会」の設立について 

 

平成２１年４月１日 

（社）エルピーガス協会 

 

 

 

・ＬＰガスの流通３団体（注）が合併し、新たに「（社）エルピーガス協会」が

本日付けで設立。昭和３０年代から４０年以上続いた流通３団体にピリオド。

・新団体の設立によりＬＰガスの中・下流部門を全て統合する業界団体が誕生。

・現下のＬＰガス業界は、原料価格の乱高下等への対応、低炭素社会への対応、

保安対策や災害対応、電力攻勢などエネルギー間競争への対応など多くの課

題が存在。 

・このような状況下、流通３団体が合併し業界のシングルボイスを発する機能

を高めるため、今回の新団体設立となったもの。 

 

 

（注）流通３団体の概要及び経緯 

○（社）日本エルピーガス連合会（以下、日連）（会長；川本 宜彦） 

全国のＬＰガス販売事業者約２万５千が参加する業界団体。４７都道府県に

ある「エルピーガス協会」が会員として参加する連合体。各都道府県協会の傘

下にＬＰガス販売事業者が加わっている。 

昭和３０年（1955 年）に「全国プロパンガス協会」が設立され、その後、

同３９年（1964 年）「全国ＬＰガス協会連合会」、同４３年（1968 年）「全国Ｌ

Ｐガス協議会」を経て、同４４年（1969 年）に前身である「日本ＬＰガス連

合会」が設立された。その後、同５５年（1980 年）に社団法人として認可さ

れ現在の「日本エルピーガス連合会」に至っている。 

○（社）全国エルピーガス卸売協会（以下、全卸協）（会長；牧野 明次） 

全国のＬＰガスの卸売業者等（会員数約７００社）が集まる業界団体。全国

９か所に地方本部を設ける全国団体。 

昭和３８年（1963 年）に設立した「ＬＰガス元売中央協議会」が母体。同

４１年（1966 年）「全国ＬＰガス元売協議会」、同５１年（1976 年）「全国ＬＰ

ガス卸売協議会」を経て、同５５年（1980 年）に社団法人としての「全国エ
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ルピーガス卸売協会」に至っている。 

○（社）全国エルピーガススタンド協会（以下、全スタ協）（会長；米田 正幸） 

全国のＬＰガススタンド業者、ＬＰガス自動車を使うタクシー業者等（会員

数約１,２００事業所）が集まる業界団体。 

昭和３８年（1963 年）「全国ＬＰガススタンド協議会」がスタート。その後、

都道府県に同様の団体ができ、同３８年（1963 年）に全国組織である「全国

ＬＰガススタンド協会連合会」を設立。同４３年（1968 年）に社団法人とし

て「全国エルピーガススタンド協会」に至っている。 

 

 

 

１，新団体設立の経緯 

（１）平成１９年（2007 年）６月、日連会長に選出された川本宜彦がＬＰガス

流通団体の統合を提案。同年秋、全卸協の牧野会長、全スタ協の米田会長

に呼びかけ３団体の合併につき検討。 

（２）平成１９年１２月、上記流通３団体の合併につき基本合意。３会長によ

る合同記者会見（１２月２５日）により表明。 

（３）平成２０年各団体の理事会、総会の場で３団体の合併につき承認。 

（４）平成２０年１２月、３団体による合併契約（日連を存続法人とする吸収

合併）を締結し、各団体の臨時総会で了承。 

（５）平成２０年１２月の公益法人制度改革３法の施行により、同法に基づい

て監督官庁（経済産業省）に合併認可を申請。平成２１年１月に合併認可。 

（６）平成２１年４月１日付けで合併登記をおこない、新名称も「（社）エルピ

ーガス協会」として設立。 

 

 

２，新団体の目指す方向 

（１）ＬＰガスの業界団体として一致団結し、政府・政界等に対してシン      

グルボイスを発する機能を発揮。 

（２）ＬＰガス業界の経営の健全化、業界発展を目標に活動。 

（３）消費者のさらなる信頼の獲得。（「安心・安全」のための保安活動の強化、

取引の適正化・透明化等の推進。） 

（４）低炭素社会実現に向けた環境対策等の推進。 

（５）選ばれるＬＰガスとなるような販売促進活動の実施。（エネルギー間競争

への対応。） 
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３，新団体の活動概要 

 ４つの活動理念を掲げてスタート。 

（１）ＬＰガスをめぐる環境変化への対応 

世界経済低迷期における業界発展の方策を検討、少子高齢化など社会的

環境変化への対応、業界経営者の高齢化や販売事業者減少などへの対応。 

（２）業界に対する信頼感の醸成 

消費者への「安心・安全」に対する保安対策の強化、取引の適正化・透

明化による信頼感の醸成。ＬＰガス自体のブランド力の向上など。 

（３）地球環境問題等への対応 

エネルギーを扱う業界として低炭素社会への対応、クリーンで環境に優

しいＬＰガスの優位性を生かした需要開拓やＬＰガス自動車の導入促進、

災害に強いＬＰガスの特性を生かした社会貢献。 

（４）エネルギー間競争への対応 

電力や都市ガスとの販売競争の中で、消費者から選ばれるエネルギーと

なるための販売戦略の構築。クリーンで災害に強く、分散型エネルギーで

あるＬＰガスの特性を生かした需要開拓。 

 

 

４，新団体の概要 

（１）名  称； 社団法人 エルピーガス協会（略称；ＬＰ協会） 

英文表記； Japan  L.P.Gas  Sales  Association  (JLSA)  

 

（２）役員構成 

理 事； 全９０名 

会 長 川本 宜彦（旧 日連会長）（(社)埼玉県ＬＰガス協会会長） 

副会長 牧野 明次（旧 全卸協会長）（岩谷産業（株）社長） 

副会長 米田 正幸（旧 全スタ協会長）（広島ガスプロパン（株）相談役） 

専務理事 林  健三（旧 日連専務） 

常務理事 村上 光弘（旧 全卸協専務）、河合 英一（旧 全スタ協専務） 

 

（３）事務所 

東京都港区新橋１丁目１８番６号 共栄火災ビル７階（旧日連事務所と同じ） 

 

（４）会員構成（正会員と賛助会員） 

○正会員；都道府県ＬＰガス協会及びＬＰガス事業等を営む者が正会員と
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して参加。日連の現会員である４７都道府県ＬＰガス協会（傘

下に約２万５千の販売事業者）、全卸協会員（約７００社）、全

スタ協会員（約１２００事業所）がそのまま新団体に移行。将

来は各都道府県協会の傘下に入る社及び単独で会員として参加

する社とに整理。 

○賛助会員；本会の目的に賛同し、その事業に協力するものが参加。 

 

 

 

 

 

本件に対するお問い合わせ先 

（社）エルピーガス協会 

専務理事；林、事務局長；斎木、若山 

電話；０３（３５９３）３５００ 


